
ト
ヨ
タ
・
日
産
な
ど
が
次
々
労
働
者
を
首
切
り･･

･

。
ア
メ
リ

カ
発
の
金
融
危
機
と
世
界
同
時
不
況
の
影
響
が
深
刻
で
す
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
選
挙
目
当
て
の
定
額
給
付
金
や
３
年
後

の
消
費
税
増
税
と
、
麻
生
内
閣
は
混
迷
を
深
め
て
い
ま
す
。

「
カ
ジ
ノ
」
資
本
主
義
破
た
ん
の
ツ
ケ
を
国
民
に
回
す
こ
と
は

許
さ
れ
ま
せ
ん
。
日
本
共
産
党
は
、
雇
用
を
守
り
、
社
会
保
障

を
充
実
さ
せ
、
内
需
を
拡
大
す
る
緊
急
経
済
対
策
の
実
現
に
全

力
を
つ
く
し
ま
す
。

激
動
す
る
情
勢
の
下
で
開
催
さ
れ
る
12
月
議
会
で
は
、
来
年

度
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
の
市
長
の
基
本
姿
勢
が
問
わ
れ
ま
す
。

流
山
市
は
入
院
、
小
学
校
６
年
生
ま
で
医
療
費
助
成
を
拡
大
す

る
と
発
表
し
ま
し
た
。
わ
が
党
が
公
約
し
た
子
ど
も
の
医
療
費

助
成
が
、
ま
た
一
歩
前
進
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
国
保
料
引
き
下

げ
、
緊
急
経
済
対
策
、
市
営
住
宅
の
充
実
な
ど
、
願
い
実
現
に

力
を
つ
く
し
ま
す
。
11
日
は
、
４
人
の
議
員
が
そ
ろ
っ
て
一
般

質
問
に
立
ち
ま
す
。
ぜ
ひ
、
傍
聴
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

徳
増
き
よ
子
議
員

12
月
11
日
（
木
）
午
前
10
時
半
過
ぎ

一
、
医
療
、
保
険
行
政
に
つ
い
て
市
長
に
問
う
。

①
国
保
料
を
引
き
下
げ
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

②
す
べ
て
の
国
保
加
入
者
に
正
規
の
保
険
証
を
発
行
す
べ
き

と
思
う
が
ど
う
か
。

③
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
の
保
険
証
の
取
り
上
げ
は

す
べ
き
で
は
な
い
が
ど
う
か
。

二
、
ご
み
行
政
に
つ
い
て
市
長
に
問
う
。

①
ご
み
減
量
・
資
源
化
施
策
に
つ
い
て

三
、
生
活
保
護
行
政
に
つ
い
て

①
保
護
決
定
通
知
を
通
知
す
る
際
に
、
明
細
な
ど
、
記
入
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

②
冬
季
加
算
に
加
え
灯
油
代
を
一
時
扶
助
で
対
応
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

四
、
東
部
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

①
向
小
金
、
前
ヶ
崎
の
バ
ス
ル
ー
ト
に
つ
い
て

②
東
小
学
校
前
通
り
の
歩
道
の
改
修
に
つ
い
て

小
田
桐
た
か
し
議
員

12
月
11
日
（
木
）
午
後
１
時
頃

一
、
緊
急
経
済
対
策
に
つ
い
て
市
長
に
問
う
。

①
『
定
額
給
付
金
』
な
ど
政
府
が
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
経

済
対
策
に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

②
農
林
水
産
業
費
・
商
工
費
を
抜
本
的
に
引
き
上
げ
、
市
内

産
業
の
振
興
策
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

二
、
新
線
沿
線
巨
大
開
発
に
つ
い
て

①
基
本
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
市
長
の
認
識
を
問
う
。

②
運
動
公
園
周
辺
地
区
の
事
業
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

③
Ｔ
Ｘ
新
駅
前
の
市
有
地
活
用
に
つ
い
て

三
、
中
部
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

①
東
初
石
県
営
住
宅
前
の
市
道
改
修
に
つ
い
て
、
他

高
野
と
も
議
員

12
月
11
日
（
木
）
午
後
２
時
頃

一
、
流
山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
物
流
セ
ン
タ
ー
開
発
事
業

に
つ
い
て
市
長
に
問
う
。

①
こ
れ
以
上
の
物
流
セ
ン
タ
ー
の
建
設
は
必
要
な
い
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

②
市
民
の
財
産
で
あ
る
上
耕
地
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
新
物
流
セ
ン

タ
ー
計
画
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

二
、
小
山
小
学
校
等
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
つ
い
て
市
長
に
問
う
。

①
公
共
事
業
と
し
て
ど
こ
ま
で
透
明
性
を
確
保
で
き
る
の
か
。

三
、
公
営
住
宅
に
つ
い
て

①
今
後
、
市
営
住
宅
を
増
設
し
な
い
と
言
っ
て
き
た
が
、
住

宅
保
障
の
た
め
の
公
的
責
任
を
ど
の
よ
う
に
果
た
し
て
い

く
の
か
、
市
長
に
問
う
。

②
公
営
住
宅
法
施
行
令
の
改
悪
は
、
市
民
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
与
え
る
の
か
。

③
雇
用
促
進
住
宅
の
廃
止
計
画
へ
の
対
応
に
つ
い
て

い
ぬ
い
紳
一
郎
議
員

12
月
11
日
（
木
）
午
後
３
時
頃

一
、
流
山
幼
稚
園
の
廃
園
計
画
に
つ
い
て
教
育
長
に
問
う
。

①
保
護
者
の
意
見
・
要
望
を
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

②
公
立
幼
稚
園
の
役
割
に
つ
い
て

二
、
社
会
教
育
施
設
の
有
料
化
に
つ
い
て

①
文
化
会
館
駐
車
場
の
有
料
化
は
、
問
題
点
も
多
く
、
た
だ

ち
に
中
止
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

三
、
三
輪
野
山
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

①
都
市
軸
道
路
計
画
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

②
水
害
問
題
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

四
、
来
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て
市
長
に
問
う
。

①
物
価
高
騰
や
景
気
後
退
に
対
す
る
緊
急
対
策
や
、
子
育
て

支
援
な
ど
の
福
祉
施
策
を
ど
う
充
実
さ
せ
る
の
か
。

③
深
刻
な
経
済
不
況
が
新
線
沿
線
開
発
に
与
え
る
影
響
を
ど

う
と
ら
え
て
い
る
の
か
。

④
定
員
適
正
化
計
画
を
中
止
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
非
正
規

職
員
の
待
遇
改
善
を
ど
の
よ
う
に
す
す
め
る
の
か
。

ぜひ傍聴にお出
かけください

市議会議員

高野 とも

（７１５５－１６８３）

市議会議員

いぬい紳一郎

（７１５９－２７７３）

市議会議員

小田桐たかし

（７１５４－０８７８）

市議会議員

徳増 きよ子

（７１４８－６８７１）

発
行

日
本
共
産
党
流
山
市
議
団

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス

７
１
５
７
ー
６
１
４
０

会

期

12
月
４
日
〜
12
月
22
日

19
日
間

（
議
案
20
件
、
請
願
・
陳
情
７
件
他
）

12
月

４
日
（
木
）
本
会
議

午
後
１
時
開
議

９
日
（
火
）
〜
11
日
（
木
）

一
般
質
問

午
前
10
時
〜

12
日
（
金
）
一
般
質
問

午
前
10
時
〜

一
般
質
問
終
了
後
、
各
委
員
会
に
議
案
を
付
託

15
日
（
月
）
総
務
、
教
育
福
祉
委
員
会

16
日
（
火
）
市
民
経
済
、
都
市
建
設
委
員
会

22
日
（
月
）
本
会
議

午
後
１
時
開
議

議
案
・
請
願
・
陳
情
・
意
見
書
な
ど
採
択




